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河川レンジャー制度運営委員会規約 

 
令和３年８月に策定された淀川水系河川整備計画（変更）では、河川レンジャーは「行政

と住民との間に介在して、住民が河川に関心を持つような活動に取り組むとともに、個別事

業の検討段階における住民意見の聴取や、住民の河川にかかわるニーズの収集を行う」とし

ている。 

琵琶湖河川レンジャーは、さらに住民と住民ならびに住民と行政との連携・協働を国土交

通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所の直轄管理する区域およびその周辺で行うものとする。

河川レンジャー制度運営委員会（旧河川レンジャーアドバイザー委員会）は、琵琶湖河川レ

ンジャーと連携し、琵琶湖河川事務所の積極的な支援に基づいてその制度を運営する。 

 

（名称） 

第１条  本委員会は「河川レンジャー制度運営委員会」（以下「委員会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条  本委員会は、河川レンジャー制度の発展に寄与することを目的とし、その制の運用の検

討、琵琶湖河川レンジャー（以下「河川レンジャー」という。）の任用、河川レンジャー

の活動等にかかる審査等を行う。 

 

（委員の責務） 

第３条  河川レンジャー制度運営委員会委員（以下「委員」という。）は、前条の目的に基

づき河川レンジャー制度が適切に運用されるよう努めるものとする。 

 

（審議事項） 

第４条   委員会は、以下に掲げる項目に関して議決する。 

（１）河川レンジャーの任命及び解任 

（２）河川レンジャー活動要領に関する事項 

（３）その他委員会が必要と認めた事項 

２．委員会は、以下に掲げる項目に関して検討する。 

（１）河川レンジャー制度の運用に関する事項 

（２）河川レンジャーの育成及び活動 

（３）その他委員会が必要と認めた事項 
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（組織等） 

第５条   委員会は１０名以内の委員で構成する。 

２．委員会の構成委員については、国土交通省近畿地方整備局琵琶湖河川事務所長が

次の各号に掲げる者から委嘱する。 

（１）学識経験者            ３名程度 

（２）住民               ５名程度 

（３）行政関係者（河川管理者）     ２名程度 

 

（任期） 

第６条  委員の任期は委嘱された日から２年間とする。但し、再任を妨げない。 

２．委員は正当な理由を有する時は、委員会の同意を得て辞任することができる。 

 

（委員長及び副委員長） 

第７条  委員会には委員長１名、副委員長１名を置くこととする。 

２．委員長及び副委員長は委員の互選によってこれを定める。 

３．委員長は会務を総括し、委員会を代表する。 

４．副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故がある時又は委員長が欠けた時は、副

委員長がその職務を代行する。 

 

（委員会） 

第８条  委員会は委員長が招集し、これを運営する。 

２．委員会は、委員総数の過半数の出席をもって成立する。 

３．委員会の議長は、委員長がつとめる。 

４．委員会は、必要に応じて委員以外の者から意見を聴くことができる。 

 

（議事） 

第９条  委員会の表決は出席委員の過半数をもって行う。なお、可否同数の場合は議長が

これを決定する。 

２． 前項の場合においては、議長は委員として表決に加わることができない。 

 

（委員会の公開） 

第１０条 委員会は公開を原則とし、その公開方法については委員会で定めるものとする。 

 

（事務局） 

第１１条 委員会の事務局は水のめぐみ館ウォーターステーション琵琶（滋賀県大津市黒津

４−２−２）内に置く。 
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（規約の改正） 

第１２条 本規約の改正は、委員総数の過半数をもってこれを行うものとする。 

 

（雑則） 

第１３条 本規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会に諮って

これを定める。 

 

 

附則 

（施行期日） 

この規約は、平成１８年４月６日から施行する。 

改正 平成２０年１月１８日 

平成２１年６月２２日 

平成２２年１月２０日 

平成２８年３月７日 

令和６年３月６日 

  


